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⑤
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
に

　
　
「
や
す
ら
ぎ
空
間
」
完
成

１
月６日

あ
っ
宝
ん
ど
入
館
五
十
万
人
突

破
▼
14
日
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合

併
協
議
会
を
設
立

2
月15日

「
奥
越
ス
キ
ー
の
日
・
奥
越
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
７
」
で
ス
キ
ー
場
協
力

3
月真名

川
水
辺
の
楽
校
推
進
協
議
会
、

基
本
計
画
案
承
認
▼
26
日
郵
便
局
と

情
報
提
供
に
関
す
る
業
務
委
託
契
約

▼
28
日
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
通
水
式

4
月ＪＲ

越
美
北
線
利
用
に
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
発
行
▼
４
日
県
議
選
告
示

大
野
市
・
大
野
郡
四
十
八
年
ぶ

り
無
投
票
▼
13
日
新
知
事
に
西
川

一
誠
氏
、
市
内
の
知
事
選
投
票
率

五
八
・
九
三
％

5
月まち

な
か
遠
足
誘
致
事
業
が
本
格
始

動
▼
郵
便
に
よ
る
条
件
付
き
一
般
競

争
入
札
の
試
行
開
始

6
月公共

下
水
道
基
本
計
画
の
見
直
し
ま

と
ま
る
▼
９
日
中
野
清
水
を
守
る
会

「
環
境
省
管
理
局
水
環
境
部
長
表
彰
」

を
受
賞
▼
29
日
大
野
地
区
消
防
組
合

設
立
三
十
周
年
記
念
式
典

7
月市町

村
合
併
の
住
民
説
明
▼
14
日
お

年
寄
り
に
自
宅
開
放
交
流
事
業
始
ま

る
▼
24
日
大
野
東
高
校
夏
の
高
校
野

①
市
議
選
投
開
票　

投
票
率

　

過
去
最
低
七
八
・
三
五
％

⑥
福
井
大
学
と
大
野
市
、
相

　

互
友
好
協
力
協
定
に
調
印

②
大
野
准
看
護
学
院

　
　
　

四
十
年
の
歴
史
に
幕

⑦
佐
開
の
「
鬼お

ん

谷た
に

川が
わ

堰え
ん

堤て
い

」

　

登
録
文
化
財
に

③
公
共
下
水
道

　
　
　

一
部
供
用
開
始

⑧
地
下
水
総
合
調
査
の

　
　
　
　
　

結
果
ま
と
ま
る

④
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

　

施
設
「
紫し

水す
い

の
郷さ

と

」
開
所

2／16

3／2

4／1

4／10

4／11

4／21

5／16

7 月
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　今年もあとわずか、皆さんは
どのようなことが印象に残ったで
しょうか。主な出来事を市政を中
心に振り返ってみました。
　10大ニュースは皆さんの投票で
決まります。右側16項目から10
項目を選んでください。多数の投
票お待ちしています。
投票方法　
●はがきの場合
　住所・氏名・年齢・項目番号
を番号順に明記し
市役所情報広報課広報広聴係
〒912-8666 大野市天神町1-１
まで郵送。

●投票用紙の場合
　各公民館や図書館・市民課の
窓口などに投票用紙と投票箱を
備えています。

●電子メールの場合
　表題に「市政10大ニュース投
票」とお書きください。
Eメールアドレス
yamabiko@city.ono.fukui.jp

締め切り
　12月18日㊍（消印有効）
賞品
　　10項目的中した人に図書券を
進呈します。
　※的中者多数は抽選で10人

球
福
井
県
大
会
で
、
三
十
九
イ
ニ
ン

グ
の
熱
闘
に
敗
れ
る

8
月全国

高
校
総
合
文
化
祭
福
井
大
会
の

将
棋
部
門
開
催
▼
14
日
大
野
城
跡
発

掘
調
査
で
現
地
説
明
会
▼
21
日
勝
原

線
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
行
始

ま
る
▼
25
日
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
本
格
稼
働

9
月コメ

冷
夏
で
一
九
九
三
年
以
来
の
不

作
▼
福
祉
事
務
所
を
オ
ー
プ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
化
▼
11
日
「
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

（
オ
ヤ
ッ
ト
）
天
文
ク
ラ
ブ
」
が
全

国
表
彰
受
賞
▼
25
日
市
議
会
で
大
野

市
と
和
泉
村
の
法
定
合
併
協
議
会
設

置
に
関
す
る
議
案
が
可
決
▼
30
日
真

名
川
で
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
」

10
月荒島

岳
山
頂
の
電
波
反
射
板
撤
去
さ

れ
る
▼
15
日
大
野
市
と
和
泉
村
、
合

併
重
点
支
援
地
域
に
指
定

11
月１日

内
山
家
で
「
大
野
ア
ー
ト
・
ウ

エ
ー
ブ
」
の
作
品
展
示
▼
９
日
衆
議

員
選
挙
な
ど
、
小
選
挙
区
の
市
内
投

票
率
六
二
・
一
五
％
▼
14
日
県
道
大

野
勝
山
線
（
南
六
呂
師
〜
勝
山
市
平

泉
寺
町
大
矢
谷
工
区
）
開
通

12
月31日

Ｖ
Ｉ
Ｏ
駐
車
場
で
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

⑬
木
本
堀
兼
線
で

　
　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

⑨
お
お
の
型　

食
・
農
業
・

　

農
村
ビ
ジ
ョ
ン
ま
と
ま
る

⑩
子
育
て
交
流
広
場

　

ち
っ
く
た
っ
く
オ
ー
プ
ン

⑪
木
造
住
宅
団
地
「
フ
ォ
レ
ス

　

ト
タ
ウ
ン
大
野
」
分
譲
開
始

⑭
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
　
　

基
本
設
計
ま
と
ま
る

⑫
大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協

　

議
会
（
法
定
）
を
設
置

7 月

7／19

9／1

10／1

10／1

10 月

⑮
大
野
市
経
済
活
性
会
議
が

　

設
立
総
会

⑯
住
宅
や
ま
ち
な
み
整
備
に

　

評
価
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
大
賞
受
賞

10／9

11 月
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市
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
携
わ
り
、
そ
の
充
実
と
発
展
に
貢

献
し
た
市
民
を
顕
彰
す
る
市
長
表
彰

が
、
十
一
月
三
日「
文
化
の
日
」に
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
表
彰
を
受
け
た

十
六
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
五
十
音
順
）

藤井　道明さん
（60歳・錦町）

　大野市教育長として二期、
人づくり教育を基本に学校教
育や社会教育、文化振興に力
を注ぎ、市の教育行政振興に
尽力、地方自治の発展に寄与

自治振興功労

松野　弘志さん
（77歳・本町）

山﨑　　博さん
（76歳・篠座町）

中村　　爲さん
（74歳・土打）

室谷　　夫さん
（77歳・中荒井一丁目）

向村　一榮さん
（71歳・今井）

　行政連絡事務嘱託員（区
長）として十五年余り、地
域住民の福祉向上と地区自
治活動に尽力、地方自治の
発展に寄与

自治振興功労

安川　正一さん
（72歳・清瀧）

中兼惣右衞門さん
（72歳・七板）

　保護司として十三年以上、社
会奉仕の精神をもって過ちに
陥った人たちの更生に尽力、個
人と公共の福祉に寄与

社会事業功労

𠮷田　成一さん
（67歳・鍬掛）

松田　忠三さん
（74歳・新河原）

　土地改良区理事として二十年以
上、農業経営の安定のため農業基
盤整備事業に尽力、農業経営の安
定と農業の振興に寄与

産業振興功労

市
政
功
労
者

平
成
15
年
度



（５）2003.12  広報おおの

米村　粂雄さん
（67歳・五條方）

　奥越青少年愛護センター大
野補導委員会会長を十五年余
り、補導委員として二十年以
上、青少年の健全育成に尽力、
青少年問題を通じて公共の福
祉に寄与

教育文化功労

寳珎　良和さん
（50歳・下据）

　市スキー連盟理事を二十四
年余り、体育指導員として
十八年余り、スキー競技をは
じめ社会体育全般の振興に尽
力、地域住民のスポーツ振興
に寄与

酒井　敏榮さん
（56歳・佐開）

亀井　　薫さん
（73歳・友兼）

　消防団員として三十年余り、
地域防災活動と消防使命の達成
に尽力、市民安全の安定保全と
消防の発展に寄与

消防功労

南部つや子さん
（70歳・吉）

長田　𣳾子さん
（56歳・中据）

　保健推進員として二十年以上、
健康づくりの地域リーダーを務
め、健康推進活動に尽力、保健衛
生の発展に寄与

保健衛生功労

　

十
二
月
一
日
か
ら
公
職
選
挙

法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
名
簿
登
録

地
で
の
不
在
者
投
票
が
原
則
と
し

て
「
期
日
前
投
票
」
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
手
続
き
の
一
部
が
簡
素

化
さ
れ
、
よ
り
投
票
が
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
不
在
者
投
票

で
は
、
選
挙
の
公
示
日
ま
た
は
告

示
日
の
当
日
か
ら
投
票
が
で
き
ま

し
た
が
、今
回
の
改
正
に
よ
り「
選

挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日

の
翌
日
か
ら
、
選
挙
期
日
の
前
日

ま
で
」
と
な
り
ま
し
た
。投票

期間
不在者投票制度
公示日または告示日の

当日から

期日前投票制度
公示日または告示日の翌日から
（候補者が確定してから）

不
在
者
投
票
が
期
日
前
投
票
に
変
わ
り
ま
し
た
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北部保育園
義景保育園
春日保育園
あかね保育園
荒島保育園
阪谷保育園（仮称）
いとよ保育園
上庄保育園
いなやま保育園
誓念寺保育園
亀山保育園
開成保育園
誓念寺中野保育園
篠座保育園

公
公
公
公
公
公
私
私
私
私
私
私
私
私

66･2750
66･3333
66･4005
66･5273
66･4103
　

66･3848
64･1217
66･0038
65･6167
65･1104
65･1103
65･6166
65･6570

中荒井町1-202
清水119-12-1
日吉町24-6
水落町7-24
蕨生126-29
伏石11-14
清和町710
稲郷43-5
篠座94-39
錦町4-17
水落町3-35
新庄5-15-2
中野64-18-3
篠座74-32

60
60
60
45
45
30
120
90
90
70
60
120
90
60

○

　
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

保 育 園 名 電 話 所 在 地
延

長

公

私

定
員

乳

児
　
　
　
　

　
○
○
○
○
○
○
○
○

一
時
的（人）

市内保育園一覧
　

平
成
16
年
４
月
か
ら
市
内
の
保

育
園
（
公
立
・
私
立
）
へ
入
園

を
希
望
す
る
乳
幼
児
の
申
し
込
み

を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

資
格　

原
則
と
し
て
平
成
15
年
12

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、
保
護

者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保
育

で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

申
込
期
間　

12
月
１
日
㊊
〜
19
日
㊎

申
し
込
み
方
法　

市
役
所
ま
た
は

最
寄
り
の
保
育
園
に
備
え
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
、
福

祉
課
児
童
福
祉
係
ま
た
は
希
望

す
る
保
育
園
へ
提
出

入
園
決
定　

２
月
上
旬
に
面
接
と

調
査
を
行
い
、
３
月
中
に
可
否

を
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

福

　

祉
課
児
童
福
祉
係
（
☎
66
・
１

　

１
１
１
内
線
４
７
４
）

●
保
育
料
に
つ
い
て

　

保
育
料
は
、
入
園
児
童
の
年
齢

と
保
護
者
（
父
母
の
み
）の
所
得

税
額
な
ど
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
、

納
付
は
毎
月
末
に
口
座
振
替
と
な

り
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
の
人
数
に

よ
り
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
保
育
な
ど

　

共
働
き
家
庭
の
増
加
や
核
家
族

化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
、
就
労
と

育
児
の
両
立
支
援
に
、
各
保
育
園

で
特
別
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

延
長
保
育　

通
常
午
後
５
時
ま
で

の
保
育
時
間
を
、
午
後
６
時
30

分
ま
た
は
午
後
７
時
ま
で
延
長

乳
児
保
育　

家
庭
で
保
育
の
で
き

な
い
乳
児
（
０
歳
児
）
の
保
育

一
時
的
保
育　

仕
事
の
都
合
や
冠

婚
葬
祭
、
疾
病
な
ど
急
に
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
の
一
時
的
な
保
育

　

各
保
育
園
の
平
成
16
年
度
に
お

け
る
特
別
保
育
の
実
施
予
定
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

保
育
園
ま
た
は
福
祉
課
児
童
福
祉

係
ま
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　教育委員会では、平成16年４月から、市内の幼稚
園（公立）へ入園を希望する園児の申し込みを、次
のとおり受け付けます。
資格
　平成16年４月１日現在で、満３歳以上の幼児
入園料　１万800円（入園時のみ）
保育料　５千700円（月額）
　※そのほか給食費・教材費などが必要
申込期間　12月１日㊊～19日㊎
申し込み方法
学校教育課、または公立幼稚園にある入園願書に
必要事項を記入し、入園希望幼稚園に提出

入園決定
　3月中に入園許可証を送付
申し込み・問い合わせ先
　学校教育課
　　〒912-8666大野市天神町１－１
　　（☎66・1111内線521）
　各幼稚園
　　乾側幼稚園　牛ケ原66－１（☎65・6263）
　　小山幼稚園　下舌９－１－１（☎65・2911）
　　上庄幼稚園　稲郷27－11（☎64・1140）
　　富田幼稚園　上野42－17（☎66・4257）
　　阪谷幼稚園　伏石11－14（☎67・1070）

保育園と公立幼稚園　入園申し込み受け付け



四
月
か
ら
阪
谷
保
育
園（
仮
称
）オ
ー
プ
ン

年
末
年
始　

市
の
業
務

年
末
年
始　

市
の
業
務
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現
在
、
平
成
16
年
４
月
の
開
所

を
目
指
し
、
阪
谷
幼
稚
園
の
近
く

に
、
阪
谷
保
育
園
（
仮
称
）
を
建

設
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
そ
れ
に
伴
い
、
六
呂
師
保

育
園
は
今
年
度
で
閉
所
と
な
り
、

阪
谷
保
育
園
へ
と
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
保
育
園
は
、
隣
接
す
る
阪

谷
幼
稚
園
と
主
要
な
施
設
を
共
用

す
る
も
の
で
、
幼
稚
園
と
保
育
園

の
児
童
が
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を

設
け
る
な
ど
、
幼
保
一
元
化
の
保

育
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
す
る
人
は
、
六
呂

師
保
育
園
（
☎
67
・
１
６
２
５
）

ま
た
は
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
☎

66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
４
）
ま

で
、
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

※幼保一元化とは
　幼稚園は、就学前の
３歳以上の児童を幼稚
園教諭が教育する教育
機関で、保育園は保育
に欠ける乳幼児を保育
士が保育する児童福祉
施設です。
　それぞれ文部科学省・厚生労働省と所管が異なるほか、
預かり時間も、幼稚園の原則４時間に対し、保育園では原
則８時間と違いがあります。
　幼保一元化とは、このような「教育」か「福祉」かとい
う既成概念にとらわれず、幼稚園と保育園とが共通の保育
内容を導入するなど連携を強化し、子育て環境を整備しよ
うというものです。
　現行制度の中で、幼稚園と保育園に通う子どもたちを、
同じ就学前教育を受ける子どもとしてとらえ直し幼児教育
を行うものです。

所管

対象

保育時間

幼稚園
文部科学省

満３歳児から
就学前の幼児

４時間を標準
として各園で
決める

保育園
厚生労働省
０歳児から就
学前の保育に
欠ける乳幼児
８時間を原則
として、保育
所長が定める

市
民
課
窓
口
は
26
日
ま
で

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発
行
な

ど
の
業
務
は
26
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　

年
明
け
は
特
に
混
雑
し
ま
す
の

で
、
用
件
は
お
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

住
民
票
と
税
証
明
は
電
話
で
予
約

が
で
き
ま
す
。
市
民
窓
口
係
（
☎

66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
婚
姻
届
、
死
亡
届
な
ど

は
、
休
み
の
間
で
も
当
直
室
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

納
税
窓
口
を
特
別
に
開
設

　

税
務
課
で
納
税
に
関
す
る
相
談
や

納
付
の
特
別
窓
口
を
29
日
と
30
日
に

開
設
し
ま
す

ご
み
は
30
日
の
収
集
ま
で

　

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
は
、

30
日
の
火
曜
収
集
地
区
ま
で
、缶
類
・

古
紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
24
日

の
収
集
地
区
ま
で
行
い
ま
す
。
各
地

区
の
最
終
収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
29
日
と
30
日
は
午
後
４
時
ま

で
、
特
別
に
ご
み
の
持
ち
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

空
き
び
ん
回
収
は
１
・
２
月
、
積

雪
に
よ
り
休
業
で
す
。
３
月
ま
で
各

家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

く
み
取
り
は
早
め
に

　

く
み
取
り
業
者
は
27
日
か
ら
１
月

４
日
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
年
末

は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
業
者

へ
の
依
頼
は
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

休
み
の
間
の
急
患
は

　

12
月
27
日
は
午
後
１
時
か
ら
９
時

ま
で
。
28
日
、
１
月
１
〜
４
日
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
急
患
の

診
療
を
行
い
ま
す
。
保
険
証
を
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。（
☎
65
・
８
９
９
９
）

図
書
の
貸
し
出
し

　

図
書
館
は
、
28
日
か
ら
１
月
５
日

ま
で
休
館
で
す
。

　

ま
た
12
月
14
日
か
ら
平
成
16
年
３

月
末
日
ま
で
、
図
書
の
貸
し
出
し
期

間
を
２
週
間
か
ら
３
週
間
に
延
長
し

ま
す
。

26 27 28 29 30 31 1 2
金  土 日 月 火 水 木 金

市民課窓口
平
常

税務課納税窓口
平
常

休    休
午前９時～
午後５時

午前９時～
午後５時

休

ごみの持ち込み
平
常

休    休 午後４時まで 午後４時まで 休

し尿くみ取り
平
常

休日急患診療所
平
常

休
午後１時～
午後９時

午前９時～
午後９時

休 休
午前９時～
午後９時

午前９時～
午後９時

図 書 館
平
常

休

休

休

3 4 5
土 日 月

平
常
平
常
平
常
平
常

午前９時～
午後９時

午前９時～
午後９時

平
常
平
常
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増えています大腸がん

2003.12　№ 177

～ちょっと気になる健康料理～
鳥肉とキノコのソテー

（エネルギー：255㌔㌍　塩分：0.7㌘）
もうすぐクリスマス。メニューの一つにいかがですか
①鳥肉は開いて食べやすい大きさに切る。シメジとエ
ノキダケは、石づきを除き小房に分ける
②フライパンにバターを溶かし、鳥肉の皮を下に向け
並べ入れる。中火でほどよい焼き色を付けてから裏
返し、両面が焼けたところで塩・コショウをふる
③白ワインを回しかけ、フタをして弱火に。10分ほ
ど蒸し煮にして火を通す。途中、水分が足りない場
合は水を加える
④シメジとエノキダケを加えて軽く混ぜ、味をみなが
ら塩・コショウを少々。フタをしてキノコがしんな
りするまで煮、パセリを混ぜてから器に盛る
　

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４人分）
鳥肉（もも）・・・320㌘
シメジ・・・・・120㌘
エノキダケ・・・80㌘
白ワイン・・・・80㍉㍑
バター・・・・・15㌘
塩、コショウ・・少々
パセリ（みじん切り）・・10㌘

　

大
腸
が
ん
が
増
え
て
き
た
理
由

に
は
、
従
来
の
和
食
に
比
べ
て
、

欧
米
型
の
食
生
活
に
な
っ
た
こ
と

や
、
高
脂
肪
・
高
タ
ン
パ
ク
、
特

に
動
物
性
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
の
変
化
に
よ
る
食
物
繊

維
の
減
少
な
ど
が
、
大
便
の
量
の

減
少
や
便
秘
の
傾
向
を
招
い
た
こ

と
、
脂
肪
の
過
剰
な
摂
取
が
酸
の

多
量
な
分
泌
を
招
い
た
こ
と
な
ど

の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
で
は
、
肛
（
こ
う
）

門
の
上
に
あ
る
直
腸
や
、
Ｓ
状
結

腸
の
部
分
に
な
り
や
す
い
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。（
上
図
参
照
）

　

こ
れ
は
大
便
が
長
時
間
と
ど
ま

る
部
位
で
は
、
粘
膜
が
発
が
ん
物

質
の
影
響
を
受
け
や
す
い
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
リ
ー
プ
や
早
い
段
階
の
大
腸

が
ん
は
、
内
視
鏡
に
よ
る
切
除
や

手
術
で
治
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

年
一
度
の
検
診
な
ど
、
定
期
的

な
診
断
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
腸
が
ん
の
場
合
、
同

じ
家
族
内
で
発
症
す
る
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
一
般
的
に
は

五
％
ぐ
ら
い
が
遺
伝
に
関
係
し
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
大
腸
ポ
リ
ー
プ
に
な
っ
た
こ
と

　

が
あ
る

・
近
親
者
に
大
腸
が
ん
に
な
っ
た

　

人
が
い
る

・
長
期
間
潰
瘍
（
か
い
よ
う
）
性

　

大
腸
炎
に
な
っ
て
い
る

・
治
り
に
く
い
痔
（
じ
）
ろ
う
が

　

あ
る

な
ど
一
つ
で
も
思
い
当
た
る
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
検
診
を
定
期
的

に
受
け
る
な
ど
、
進
ん
で
注
意
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
ビ
タ
ミ
ン
・
食
物
繊
維
の
多
い

　

野
菜
、
海
草
類
の
食
事
を

②
バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
・
肉
の
脂
な

　

ど
動
物
性
脂
肪
は
控
え
め
に

③
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
で
規

　

則
的
な
排
便
を

④
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
発
が
ん
物

　

質
も
原
因
の
一
つ
。
禁
煙
を

　

こ
の
ほ
か
、
便
秘
や
下
痢
を
繰

り
返
す
。
便
に
血
が
混
じ
る
。
お

な
か
が
張
る
・
痛
む
。
便
が
細
い

な
ど
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

病
院
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
人
で
も
、
年

に
一
度
は
検
診
を
受
け
、
早
期
発

見
・
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
が
大
切

　

近
年
、
大
腸
が
ん
に
な
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
毎
年

全
国
で
約
六
万
人
が
か
か
っ
て
い
て
、
部
位
別
の
が
ん
死
亡

率
で
は
近
い
将
来
、
男
性
で
第
三
位
、
女
性
で
第
一
位
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
過
去
五
年
間
の
大
腸

が
ん
検
診
で
七
人
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

（８）

増
加
の
理
由

日
常
生
活
で
予
防

大腸の各部位とがん発生率（都立駒込病院）

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（☎65・7333）
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暮
ら
し
の

犯罪です！不法投棄

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

今
月
は
不
法
投
棄
な
ど
の
防
止
啓
発
月
間
で

す
。
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
、
厳
し
く
罰
せ
ら
れ

ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ル
の
ほ
か
、
地
域
を
見
回
る
環
境

監
視
員
の
委
嘱
や
、
郵
便
局
と
の

情
報
提
供
契
約
な
ど
、
監
視
体
制

の
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
不
法
投
棄
の
防
止
に
、

最
も
効
果
的
な
手
段
は
、
や
は
り

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
監
視

の
目
に
加
え
、
お
互
い
に
協
力
し

て
目
を
光
ら
せ
る
こ
と
が
、
住
み

よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
も
し
不
法
投
棄

を
見
か
け
た
場
合
は
市
役
所
ま
た

は
警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
決
め
ら
れ

　

た
日
の
朝
八
時
ま
で
に
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
ま
し
ょ
う

◆
「
ご
み
の
区
分
と
出
し
方
」
に

　

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
従
い
、

　

分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

◆
家
電
四
品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア

　

コ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
）
や

　

家
庭
用
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
消
費

　

者
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
義
務
が

　

あ
り
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
へ
出
す
と
不
法
投
棄
と
な
り

　

ま
す
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い

　

で
く
だ
さ
い

◆
そ
の
ほ
か
、
粗
大
ご
み
な
ど
は

　

直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持

　

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ク
リ
ー

　

ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
で
き
な
い

　

ご
み
は
、
購
入
店
や
専
門
業
者

　

に
依
頼
し
処
分
し
ま
し
ょ
う

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
の
第
十
六
条
で
は

「
何
人
も
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨

て
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
「
五
年

以
下
の
懲
役
」
か
「
一
千
万
円
以

下
の
罰
金
」
ま
た
は
そ
の
両
方
が

科
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
不
法
投
棄
に
は

・
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
分
別
し

　

な
い
で
ご
み
を
出
す

・
ご
み
の
収
集
日
を
守
ら
な
い

な
ど
の
行
為
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

河
原
な
ど
へ
不
法
投
棄
さ
れ
た

粗
大
ご
み
や
電
化
製
品
、
農
業
用

資
材
。
こ
の
よ
う
な
ご
み
が
雨
や

増
水
に
よ
っ
て
流
れ
出
す
と
、
水

質
悪
化
の
原
因
と
な
り
、
河
川
の

動
植
物
や
、
川
の
水
を
利
用
す
る

た
く
さ
ん
の
人
へ
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
の
近
く
を
流
れ
る
水

路
な
ど
へ
、
ご
み
や
汚
物
、
油
を

流
す
こ
と
も
、
水
質
悪
化
の
原
因

で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

川
の
水
は
田
畑
の
水
源
や
野
菜

の
洗
い
水
な
ど
、
大
切
な
生
活
用

水
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
下
流
で
は
、
飲
料
水
の
水
源

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
流
に
住
む
私
た
ち
に
は
、
下

流
の
こ
と
を
意
識
し
、
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
水
を
利
用
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
河
原
や

河
川
の
環
境
を
、
み
ん
な
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

粗
大
ご
み
な
ど
を
不
法
投
棄
さ

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
原
則
と
し

て
、
そ
の
土
地
を
管
理
し
て
い
る

人
が
、
ご
み
な
ど
の
処
理
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
た
め

・
さ
く
を
設
置
す
る

・
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
お
く

・
看
板
を
設
置
す
る

と
い
っ
た
予
防
策
を
講
じ
る
な
ど

適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
で
も
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
と
、
次
々
に
捨
て
ら
れ
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
も
し
投
棄
さ

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
早
め
に

片
付
け
、
常
に
監
視
し
て
い
る
こ

と
を
、
投
棄
し
た
人
に
対
し
て
訴

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

法
律
で
は
ど
の
よ
う
に
？

河
原
や
川
、
絶
対
ダ
メ

捨
て
さ
せ
な
い
工
夫
を

み
ん
な
で
防
ご
う

確
認
。
ご
み
の
出
し
方

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）



　

ま
た
、
所
有
者
が
市
外
へ
転
出

し
た
場
合
や
市
内
へ
転
入
し
た
場

合
も
必
ず
届
け
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
年
度
途
中
（
四
月
二
日
以

降
）
に
廃
車
手
続
き
を
し
て
も
、

そ
の
年
度
の
税
金
は
全
額
課
税
さ

れ
ま
す
。
月
割
り
で
の
払
い
戻
し

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
税
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
２
）

※
普
通
自
動
車
に
関
す
る
問
い
合

　

わ
せ
は
、
県
税
事
務
所
（
☎
65
・

　

１
２
８
０
）
と
な
り
ま
す
。
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奥越エスパルス

　

県
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
一
部
へ
昇
格

今月のスナップ

税金Ｑ＆Ａ
その⑥

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（☎66・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

ポニーも冬支度

　

奥
越
エ
ス
パ
ル
ス
は
社
会
人
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。
大
野
工
業

高
等
学
校
の
元
サ
ッ
カ
ー
部
員
が

中
心
と
な
っ
て
平
成
四
年
一
月
に

結
成
。
現
在
、
十
七
歳
か
ら
三
十

六
歳
ま
で
二
十
九
人
が
、
週
二
回

の
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

結
成
当
初
よ
り
県
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
に
参
加
。
今
年
、
二

十
チ
ー
ム
に
よ
る
「
二
部
」
で
見

事
準
優
勝
し
、
来
年
か
ら
県
内
上

位
十
チ
ー
ム
が
競
う
「
一
部
」
へ

の
昇
格
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
攻
撃
が
主
体
の
チ

ー
ム
で
す
。
今
年
の
好
成
績
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
守
備
が
安
定
し
、

攻
守
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
し
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
練
習
で
は

ボ
ー
ル
を
正
確
に
扱
う
技
術
を
磨

く
た
め
、
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
な
ど

基
礎
的
な
内
容
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な

い
冬
の
間
は
、
屋
内
で
体
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
体
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
全
員〞

や
る
か
ら
に
は
勝

ち
た
い
〞
と
い
う
気
持
ち
が
強
い

の
で
、
練
習
や
試
合
は
い
つ
も
真

剣
で
す
よ
」
と
監
督
を
務
め
る
田

中
啓
司
さ
ん
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
や

忘
年
会
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー

以
外
の
活
動
も
充
実
。
笑

い
声
の
絶
え
な
い
明
る
い

雰
囲
気
が
絶
妙
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
点
を
決
め
た
と
き
の

喜
び
や
試
合
に
勝
っ
た
と

き
の
感
動
を
、
み
ん
な
で

共
有
で
き
る
と
こ
ろ
が
魅

力
で
す
」
「
い
ろ
ん
な
年

代
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
、

一
緒
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て

い
る
時
間
が
と
て
も
楽
し

い
で
す
ね
」
と
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
。
最
後
に
監
督
が
「
来

年
は
一
部
へ
の
定
着
を
目
指
し
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

事
務
局
の
山
本
さ
ん
（
Ｅ
メ
ー
ル

hiroyuki00@
m
ri.biglobe.ne

.jp

）
ま
で
。

　

二
、三
年
前
か
ら
乗
っ
て
い
な

い
バ
イ
ク
に
、
毎
年
、
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

軽
自
動
車
税
と
は
、
軽
自
動
車

や
バ
イ
ク
、
小
型
特
殊
自
動
車
な

ど
に
か
か
る
市
税
で
す
。
こ
の
税

金
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
使
っ
て
い
な
い
軽
自
動
車

や
バ
イ
ク
で
も
、
廃
車
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
と
、
毎
年
税
金
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

使
わ
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
廃

棄
処
分
し
た
場
合
、
盗
難
に
遭
っ

た
場
合
な
ど
は
、
速
や
か
に
廃
車

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
所
有
者
の
印
鑑

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

※
紛
失
、
破
損
な
ど
に
よ
り
ナ

　
　

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
い
場

　
　

合
で
も
廃
車
手
続
き
は
可
能

　
　

で
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

車　　　種
原動機付自転車
（125cc以下のバイク）
小型特殊自動車・農耕車
二輪の軽自動車
（125cc～250ccのバイク）
二輪の小型自動車
（250ccを超えるバイク）

軽自動車（三輪・四輪）

届け出先（登録・廃車・名義変更など）

税務課収税係（☎66・1111内線422）

〒910-0823　福井市西谷1丁目1402
中部運輸局福井陸運支局（☎0776・34・1600）
県自動車販売店協会（☎0776・34・1622）

〒918-8181　福井市浅水町138-11-2
県軽自動車協会（☎0776・38・0558）



　

阪
谷
小
学
校
で
は
各

学
年
が
、
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
を
よ

く
知
ろ
う
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
二
年
生
は
「
阪
谷
の

秘
密
を
探
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

歩
い
て
地
域
を
学
習
す
る
探
検
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
人
ひ
と
り
が
調
べ
た

い
場
所
を
探
し
、
先
生
と
一
緒
に

紹
介
ビ
デ
オ
を
作
成
。
お
互
い
に

そ
の
内
容
を
見
せ
合
い
、
一
学
期

は
身
近
に
あ
る
自
然
を
中
心
に
調

べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
場
所

を
調
べ
よ
う
と
考
え
、橋
爪
の「
大

石
岩
」
や
蓑
道
の
「
お
清
水
」
な

ど
二
十
カ
所
以
上
を
回
る
コ
ー
ス

を
設
定
。
自
分
た
ち
の
目
で
じ
っ

く
り
観
察
し
た
ほ
か
、
地
元
の
お

年
寄
り
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

に
ま
つ
わ
る
古
い
言
い
伝
え
な
ど
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　大人と子どもが一緒に楽しめる
クリスマスの絵本を紹介します。
　毎年、人形が欲しいと願う孤児
の少女と、少女に買ってもらいた
いと願う人形。二つの思いがいく
つもの偶然を招き、クリスマスの
朝、その願いが実現されます。
　この物語の持つ優しさや思いや
り、しんの強さなどを表現した素
朴な挿絵は、見る人の心を暖かく
包み込んでくれるようです。
　「心から強く願えば奇跡は起こ
る、求めれば願いは通じる」そん
なメッセージが伝わる一冊です。

『クリスマス人形のねがい』

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
参
加
を
！

　

真ま　
柄が

ら　
正ま

さ　
宏ひ

ろ　
さ
ん
（
24
歳
・
要
町
）

ルーマー・ゴッデン　文
バーバラ・クーニー　絵
掛川恭子　訳　岩波書店

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

とびだせ！阪谷たんけんたい

阪谷小学校
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「
新
し
い
年
の
幕
開
け
を
み
ん

な
で
祝
お
う
！
」
真
柄
正
宏
さ
ん

は
、
こ
の
「
２
０
０
４
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
ｉ
ｎ
大
野
」
を
開
催
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
代
表
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
準

備
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
に
少
し
で

も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
お

う
と
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
宣
伝
ビ

デ
オ
の
上
映
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
二
十
代

の
若
者
が
中
心
に
な
り
、
企
画
か

ら
運
営
ま
で
す
べ
て
自
分
た
ち
で

行
う
も
の
で
す
。
初
め
て
の
挑
戦

に
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

上
に〞

何
が
で
き
る
か
〞
と
い
う

期
待
の
方
が
大
き
い
で
す
ね
。
若

い
世
代
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想

を
生
か
し〞

大
野
で
こ
ん
な
面
白

い
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
〞
と
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

八
月
に
行
わ
れ
た
「
お
お
の
城

ま
つ
り
」
の
会
場
で
は
、
本
番
の

勉
強
を
兼
ね
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
が

好
評
だ
っ
た
半
面
、
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
や
役
割
分
担
の

明
確
化
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
半
年
間
で
積
み
上
げ
て

き
た
も
の
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
お
う
と
、
メ
ン
バ
ー
全
員

が
意
欲
満
々
で
す
。
花
火
や
風
船

飛
ば
し
、
電
飾
を
使
っ
た
ア
ー
ト

作
品
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
内
容
を
考
え
て

い
ま
す
。
今
年
の
年
越
し
は
、
ぜ

ひ
一
緒
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
盛

り
上
が
り
ま
し
ょ
う
」
と
張
り
切

る
真
柄
さ
ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
十
二
月
三
十
一

日
午
後
十
一
時
か
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
駐
車
場
で

行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
な
ど
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
itene.or.jp/

̃ohakune/2004C
D
.htm

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

特
に
不
動
堂
に
あ
る
高
さ
約
五

十
㍍
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を
調
査
し

た
時
は
、
そ
の
大
き
さ
に
全
員
が

び
っ
く
り
。
幹
の
回
り
で
手
を
つ

な
い
で
み
る
と
、
太
さ
が
約
五
㍍

も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

二
学
期
、
今
度
は
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
学
校
周
辺

の
商
店
や
公
共
施
設
を
訪
問
。
興

味
を
持
っ
た
場
所
を
繰
り
返
し
訪

ね
、
働
く
人
た
ち
か
ら
仕
事
の
知

恵
や
工
夫
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
月
、
一
・
二
学
期
に

学
ん
だ
内
容
を
ま
と
め
、
学
校
に

保
護
者
を
招
い
て
発
表
。
三
学
期

は
、
よ
り
内
容
を
充
実
し
て
地
域

の
こ
と
を
学
び
た
い
と
、
み
ん
な

今
か
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。



五箇で実りのつどい

　「食と手作りのつどい」が10月26日、五箇公民館
で開かれました。会場にはとれたて野菜をはじめ、
手作りこんにゃくや栗赤飯など旬の味覚がずらり。
このほか、のっぺい汁やかぼちゃぜんざいの無料配
布など、大勢の人たちが五箇の秋を楽しみました。

話題の広場
2003.12  広報おおの（12）

利用促進へ“車内表彰式”

　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

ＳＡＲＳ備え搬送訓練

　新型肺炎（ＳＡＲＳ）発生の恐れが強まる冬に備
え10月31日、患者の搬送訓練が行われました。訓
練は市内の病院で患者が発生したとの想定で実施。
防護服の着脱や患者を運ぶカプセル型台車を使った
搬送などに取り組みました。

　「越美北線と乗合バス利用促進図画・ポスターコ
ンクール」の表彰式が11月1日、越美北線の列車内
で行われました。入賞作品は今後、列車やバスの車
内に掲示され、利用促進に向けたＰＲなどに役立て
られます。

紙芝居たっぷり3時間

　国内を代表する紙芝居師・梅田佳声さんを招い
て「大人のための紙芝居」が10月18日、図書館
で行われました。演目は幻の名作といわれ全編で
約3時間にも及ぶ「猫三味線」。会場に集まった約
50人が、その独特の語りや演出を堪能しました。

動物かたどった”ツゲの木”植樹

　大野青年会議所が、人が集まる場所を緑で飾ろ
うと、自然を生かしたトピアリー（造形物）を設
置しました。市内3カ所に2体づつ置かれた植物
は、高さ約1㍍～1.5㍍。市の鳥ウグイスや九頭竜
にちなんで竜の形に整えられています。



家庭での火災予防学ぶ
（大野地区婦人防火クラブ研修会　11月9日）

「火の用心」チラシで呼び掛け
（幼年消防クラブ防火パレード　11月7日）

新しく配置された防火広報車

武家屋敷旧内山家で行われた、
大野アート・ウエーブの作品展有終会館多目的ホールの作品展

話題の広場
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身近な話題をお知らせください。

話題の広場

　秋の火災予防運動の一環として、幼年消防クラブ
のパレードや大野地区婦人防火クラブの研修などさ
まざまな行事が行われました。また、火災予防の啓
発や特殊災害時に活躍する防火広報車が、大野地区
消防本部へ新たに導入されました。

冬目前「火の用心」呼び掛け

　11月1日～3日にかけ、大野市総合文化祭が開
かれました。各会場で、作品の展示や舞台の発表
などが行われ、たくさんの人が訪れました。

さまざまな創作披露

観光協会、元町会館へ移転

　観光協会の事務所が平成大野屋から七間通り
の元町会館へと移転し、11月11日に式典が行
われました。今後まちなか観光の拠点として、
観光案内をはじめ、特産品の販売や情報発信な
ど、さらなる活動の展開が期待されます。

武家屋敷旧内山家で行われた、
大野アート・ウエーブの作品展有終会館多目的ホールの作品展

家庭での火災予防学ぶ
（大野地区婦人防火クラブ研修会　11月9日）

「火の用心」チラシで呼び掛け
（幼年消防クラブ防火パレード　11月7日）

新しく配置された防火広報車



家庭用焼却炉は使用できません！家庭用焼却炉は使用できません！
　

来
年
２
月
15
日
ま
で
は
狩
猟
期

間
で
す
。
過
去
に
県
内
で
も
銃
や

猟
犬
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
期
間
中
、
野
山
へ
出
か
け

る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
動
物
に
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
、

　

目
立
つ
色
の
服
装
を
心
掛
け
る

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
身
に
着
け
、
人

　

の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
わ
な
を
見
つ
け
て
も
絶
対
に
近

　

づ
か
な
い

問
い
合
わ
せ
先　

県
自
然
保
護
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
０
６
）

　

最
低
賃
金
制
は
法
律
に
基
づ
き

国
が
最
低
賃
金
額
を
定
め
る
も
の

で
、
使
用
者
は
そ
の
額
以
上
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

時
間
額　

６
４
２
円（
据
え
置
き
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
井
労
働
局
賃

　

金
室
（
☎
０
７
７
６
・
22
・
２

　

６
９
１
）
大
野
労
働
基
準
監
督

　

署
（
☎
66
・
３
８
３
８
）
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12月

所
在
地　

中
野
・
中
荒
井
地
係（
北

部
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
施

工
区
域
内
）

宅
地
面
積　

約
７
６
〜
１
１
４
坪

販
売
区
画　

12
区
画
（
先
着
順
）

価
格　

１
１
４
６
万
１
千
円
〜

　

１
６
２
０
万
６
千
円

　

※
上
下
水
道
負
担
金
含
む

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
☎

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
５
）

募
集
団
地　

西
里
団
地

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数　

１
戸

家
賃　

月
額
６
７
０
０
円
〜
１
万

　

１
２
０
０
円

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
期
限　

12
月
15
日
㊊

フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン
大
野

　
　
　
　
　

宅
地
分
譲
中

市
土
地
開
発
公
社

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

そ
の
他　

町
家
住
宅
も
若
干
空
き

　

部
屋
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
☎

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
翌
月

末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
の
額

が
少
な
く
な
る
ほ
か
、
老
齢
基
礎

年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
納
め

て
年
金
を
受
け
取
る
権
利
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
、
口
座
が
あ

る
市
内
の
金
融
機
関
・
農
協
・
郵

便
局
で
、
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

　

１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
該
当
す
る
資
産
を
保
有
も
し
く

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
、
減
価
償
却
費
と
し

て
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入

さ
れ
る
機
械
・
器
具
・
装
置
・
備

品
・
車
両
・
運
搬
具
・
構
築
物
な

ど
で
す
。

　

期
限
の
１
月
30
日
㊎
ま
で
に
必

ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

資
産
税
係
（
☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
４
２
６
）

狩
猟
事
故
に
注
意
！

県
自
然
保
護
課

県
最
低
賃
金

　

時
間
額
で
６
４
２
円

福
井
労
働
局

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

国
民
年
金
保
険
料

市
民
課

償
却
資
産
の
申
告

　
　

１
月
30
日
ま
で
に

税
務
課

　廃棄物処理基準の改正で、平成14年から焼却炉の構造基
準が大幅に強化されました。従来の家庭用焼却炉は、この
基準を満たしていないため、使用できません。野焼き行為
は、絶対に止めましょう。

少しでもごみを減らす努力を
　３Ｒはリデュース（Ｒｅｄｕｃｅ）、リユース（Ｒｅｕ
ｓｅ）、リサイクル（Ｒｅｃｙｃｌｅ）の３つの頭文字。「ご
みゼロ社会」へ身近なところから取り組みましょう。

　『リデュース』いろいろな方法でごみを減らす
　『リ ユ ー ス』まだ使えるものは、繰り返し使う
　『リサイクル』資源として使えるものは正しく処理を

　どうしても不要なものについて、ステーションに出すよ
うにしてください。皆さんの理解と協力をお願いします。

問い合わせ先　生活環境課（☎66・1111内線463）

☃
冬の備えは大丈夫ですか？

雪に備える週間
12月1日～7日

　快適な冬は一人ひとりの協力から。
　冬を迎えるにあたってのルールや
マナーについて、みんなで話し合い、
協力して雪対策を進めましょう。
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● INFORMATION

　悩みごとの相談は
　　　　人権擁護委員まで
　12月4日から10日までは「人権週間」です。
　人権擁護委員は、家庭内や近隣とのもめごと、不当
な差別や嫌がらせ、いじめなどの相談に応じています。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。
　毎月第1・第3木曜日の午後1時30分から午後3時30
分まで天神館で人権相談所
を開設しています。気軽に
に相談してください。
人権擁護委員
　多田　正則（伏石　☎67・1491）
　松田まつ枝（要町　☎66・0823）
　堂東　昭子（中野　☎66・3710）
　松田八重子（城町　☎66・5534）
　上田　輝司（森政領家　☎65・1791）　
　廣瀬　円昌（蕨生　☎65・4024）　※敬称略

　

屋
根
雪
下
ろ
し
の
作
業
者
を
紹

介
す
る
窓
口
が
、
平
成
13
年
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
（
大
野
公
共
職

業
安
定
所
）
か
ら
、
市
役
所
総
務

課
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
自
力
で
屋
根
雪
下
ろ

し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を

対
象
に
、
登
録
し
た
作
業
者
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

可
能
な
人
は
登
録
を

　
　

屋
根
雪
下
ろ
し
の
作
業
が
可

　

能
な
人
は
、
総
務
課
ま
で
登
録

　

を
お
願
い
し
ま
す
（
電
話
に
よ

　

る
登
録
可
）

や
む
を
得
な
い
場
合
に
紹
介

　
　

ど
う
し
て
も
自
力
で
屋
根
雪

　

下
ろ
し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

　

人
を
対
象
に
、
登
録
し
て
い
る

　

作
業
者
の
紹
介
を
行
い
ま
す

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

行
政
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
２
４
４
）

●
お
せ
ち
料
理
教
室

　

日
時　

12
月
15
日
㊊
、
19
日
㊎

　
　

午
後
７
時
〜
（
い
ず
れ
か
１

各
種
教
室
の
生
徒
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　

回
の
参
加
も
可
）

　

定
員　

15
人

　

参
加
料　

１
回
１
０
０
０
円
程
度

　

申
込
締
切
日　

12
月
10
日
㊌

●
お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　

メ
ン
ト
教
室

　

日
時　

12
月
26
日
㊎
午
後
７
時

　
　

30
分
〜

　

定
員　

15
人

　

参
加
料　

１
５
０
０
円

　

申
込
締
切
日　

12
月
18
日
㊍

●
リ
ズ
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

日
時　

平
成
16
年
１
月
７
日
〜

　
　

３
月
17
日
毎
週
水
曜
日
午
後

　
　

７
時
30
分
〜
９
時（
全
10
回
）

　

定
員　

20
人

　

参
加
料　

無
料

　

申
込
締
切
日　

12
月
26
日
㊎

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
65
・

　

７
２
２
１
）

日
程　

平
成
16
年
３
月
27
日
㊏
〜

　

４
月
１
日
㊍

行
き
先　

東
京
都
小
笠
原
村
父
島

内
容　

洋
上
研
修
・
寄
港
地
活
動

対
象　

小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生

参
加
料　

８
万
円

申
込
締
切
日　

12
月
26
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

春
休
み
体
験
ク
ル
ー
ズ

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
64

　
・
１
３
１
１
）

日
程　

平
成
16
年
１
月
17
日
㊏
〜

　

18
日
㊐
（
１
泊
２
日
）

場
所　

六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

内
容　

ス
キ
ー
技
術
と
指
導
方
法

　

の
ク
ラ
ス
別
研
修
（
初
心
者
・

　

初
級
者
・
中
級
者
）

対
象　

県
内
在
住
の
成
人

参
加
料　

５
５
０
０
円
（
リ
フ
ト

　

代
別
途
）

申
込
期
間　

12
月
10
日
㊌
〜
25
日
㊍

申
込
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
郵
便
、
フ
ァ

　

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

　

※
用
紙
の
請
求
は
左
記
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家

　

〒
９
１
２―

０
１
３
１　

南
六

　

呂
師
１
６
９―

８
（
☎
67
・
１

　

３
２
１
6　
67
・
１
７
２
１
）

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

okuetu@
ain.pref.fukui.jp

　

70
歳
以
上
の
人
が
運
転
免
許
証

を
更
新
す
る
場
合
、
事
前
に
自
動

車
学
校
で
高
齢
者
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
そ
の
高
齢
者
講
習
が
大

変
込
み
合
っ
て
い
ま
す
。
公
安
委

員
会
か
ら
通
知
が
届
い
た
ら
、
早

め
に
講
習
の
申
し
込
み
（
電
話
予

約
可
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
更
新
は
奥
越
運
転
者
教

育
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
野
自
動
車
学

　

校
（
☎
66
・
５
０
５
０
）

屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
者

　
　
　
　

登
録
と
紹
介

総
務
課

申
し
込
み
は
お
早
め
に

更
新
前
の
高
齢
者
講
習

各
自
動
車
学
校

薬草風呂の
無料開放

日時　12月22日㊊
　　　午後3時～8時
場所　市内公衆浴場6会場

市民課国保係

大
人
の
た
め
の

　
　
　
　

ス
キ
ー
教
室

奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家

工業統計調査　平成15年12月31日

ご協力をお願いします
　12月31日は製造事業所を対象とした工業統
計調査の日です。12月から来年1月にかけ、対
象となる事業所に調査員が調査票を持って伺
いますので、ご協力をお願いします。

経済産業省・福井県・大野市
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十
二
月
を
餘よ

月げ
つ

と
も

い
う
。
イ
ラ
ク
戦
争
か

ら
開
け
、
北
朝
鮮
問
題

で
も
つ
れ
て
、
総
選
挙

ま
で
…
な
ど
、
今
年
も

ま
た
物
情
騒
然
と
変
動

の
う
ち
に
、
あ
と
一
カ
月
と
な
っ
た
。
来
る
年

こ
の
先
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
や
ら
▼
気
象
異
常

だ
っ
た
け
ど
、
今
秋
も
特
産
の
里
芋
を
た
ら
ふ

く
、
食
い
意
地
は
っ
て
い
る
手
前
、
次
は
名
物

の
蕎そ

ば麦
と
先
ご
ろ
「
走
り
蕎
麦
」
を
満
腹
、
郷

土
の
味
覚
を
堪
能
し
た
。
も
う
後
は
年
越
し
蕎

麦
だ
。
ツ
ル
ツ
ル
食
べ
つ
ゝ
、
さ
て
世
の
中
や

大
野
の
こ
と
な
ど
先
行
き
つ
ら
つ
ら
考
え
て
み

る
▼
蕎
麦
は
昔
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
外
蒙
古
・
モ
ン
ゴ
ル
草
原
が
原
産
地
。
文

献
で
現
れ
る
の
が
、
中
国
・
唐
の
白
楽
天
の
詩

に
あ
り
、
わ
が
国
で
は
奈
良
朝
に
救
荒
食
品
と

し
て
栽
培
さ
れ
た
と
も
あ
る
。
江
戸
期
か
ら
は

「
蕎
麦
切
り
（
き
蕎
麦
）
と
い
う
も
の
が
出
来

て
下
々
買
い
食
う
」
と
記
さ
れ
、
代
用
食
並
み

に
広
ま
っ
た
▼
蕎
麦
談
議
は
切
り
が
な
く
、
得

て
し
て
手
前
み
そ
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
こ
こ

は
効
用
を
一
つ
。
消
化
が
よ
く
な
い
と
い
わ
れ

る
が
、
小
麦
粉
と
比
べ
て
も
差
が
な
く
、
で
ん

ぷ
ん
の
粒
子
が
小
さ
い
の
で
む
し
ろ
い
い
。
出

血
を
防
ぐ
ル
チ
ン
物
質
が
含
ま
れ
、
血
管
を
強

化
し
動
脈
硬
化
の
予
防
に
も
▼
う
ま
い
も
の
と

い
え
ば
里
芋
に
し
ろ
蕎
麦
で
あ
れ
、
こ
の
地
は

ま
っ
こ
と
「
美う
ま

し
地
と
こ
ろ
」
だ
。
そ
う
い
う
美
し
土

地
柄
を
誇
り
と
し
、
守
り
育
て
て
広
く
伝
え
て

い
く
に
は
、
ま
ず
は
Ｐ
Ｒ
。
引
っ
込
み
思
案
の

き
ら
い
あ
る
習
性
を
修
整
し
て
い
か
ね
ば
、
あ

し
た
の
郷
土
づ
く
り
へ
向
け
。「
書
斎
よ
り
呼

び
出
さ
れ
し
晦み
そ

日か

蕎
麦
（
梧
逸
）」（
武
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

10月中の異動

11月１日現在
11,945世帯
39,785人
19,017人
20,768人

前　月　比
＋21世帯
－10人
－11人
＋1人

転入
転出

89人
74人

出生
死亡

19人
44人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

585件
131件
2人

191人
454件

平成15年
10 月 末 比 較平成14年

10 月 末
543件
150件
7人

197人
393件

＋42件
－19件
－5人
－6人
＋61件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市
・
編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

早
い
も
の
で
、
も
う
市
政
十

大
ニ
ュ
ー
ス
の
月
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
、
候
補
選
び
に
は
本

当
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
と
り
あ
え
ず
私
の
締
め

は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
人

と
新
年
を
迎
え
る
こ
と
。
大
み

そ
か
晴
れ
ま
す
よ
う
に
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

　

昼
夜
の
気
温
差
や
土
壌
な
ど

の
好
条
件
で
、
味
の
良
さ
に
定

評
が
あ
る
大
野
の
そ
ば
。
ス
タ

ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
で
は
そ
の

地
元
産
の
粉
を
使
っ
た
、
そ
ば

打
ち
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
人
か
ら
予
約
が
で
き
一
回
で

約
六
人
前
を
打
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
料
金
は
材
料
代
込
み
で

千
五
百
円
、
い
か
が
で
す
か
。

大
野
え
え
と
こ
㉑

　平成13年度から市が認定している、将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

⑨

源
平
酒
造
株
式
会
社
（
要
町
一―

三
十
三
）

　

本
町
通
り
と
正
膳
町
通
り
の
角
に
位
置
。
明
治

三
十
二
年
の
大
火
後
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
煙
抜

き
の
越
屋
根
な
ど
が
特
徴
的
で
す
。
木
製
の
看
板
と

建
物
が
調
和
し
、美
し
い
外
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

大
亀
屋
（
本
町
六―

十
七
）

　

三
番
通
り
に
面
し
、
正
膳
町
通
り
か
ら
南
へ
三
軒

目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代
に
建
て
ら

れ
た
そ
う
で
、
凝
っ
た
造
り
の
木
製
看
板
が
印
象
的

な
、
大
野
の
町
家
ら
し
い
建
物
で
す
。


